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町長

町
長

「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」
の
積
極
的
な
展
開
を

今
後
も
積
極
的
に

　
　
　
　
活
用
し
て
い
く

齋
藤
　
成
宏
　
議
員
（
民
主
党
）

見直すことは考えていない

都市基盤整備事業の再検討を求める

谷 　四男美　議員（住民と自治の会）

質
問
　
町
は
こ
れ
ま
で
、

官
民
協
働
に
よ
る
「
暮
ら

し
の
便
利
帳
」
を
発
刊
す

る
な
ど
、
新
た
な
予
算
措

置
を
伴
わ
な
く
て
も
、
住

民
満
足
度
の
高
い
「
ゼ
ロ

予
算
事
業
」
を
実
施
し
て

き
た
経
験
が
あ
る
。

　

今
後
も
、
町
が
持
つ
設

備
や
情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
住
民
や
職
員
の
創
意

と
工
夫
に
よ
っ
て
活
用
し
、

特
別
な
予
算
措
置
を
伴
わ

な
い
「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」

と
し
て
積
極
的
に
展
開
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
避
難
場
所
標
識
」

「
携
帯
サ
イ
ト
」
な
ど
、

広
告
収
入
や
寄
付
に
よ
る

も
の
を
施
策
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
最
近
で
は
町
民

が
主
体
と
な
り
、
長
岡
や

駅
西
口
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
も
実
施
さ
れ
、

協
働
の
趣
旨
が
展
開
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
行
政
の
財
政

負
担
を
減
ら
す
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
「
新
し
い
公

共
」
の
在
り
方
に
合
致
し

た
も
の
で
あ
り
、
期
待
を

し
て
い
る
。
町
民
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
間
事
業
者
な
ど
と

行
政
が
連
携
し
て
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
。

質
問
　
町
で
は
二
つ
の
区

画
整
理
事
業
を
抱
え
る
中
、

栗
原
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
は
新
駅
の
見
通
し
が

立
た
ず
不
安
定
な
ま
ま
、

す
で
に
調
査
・
測
量
に
2

億
5
千
万
円
以
上
が
使
わ

れ
た
。
現
在
進
行
中
の
事

業
も
工
期
の
延
長
で
経
費

も
増
大
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
ど
の
調
査
で
、
庁
舎
の

耐
震
不
足
が
分
か
り
、
首

都
直
下
型
地
震
の
予
想
も

あ
り
、
こ
の
問
題
は
他
事

業
に
比
べ
て
も
緊
急
性
が

高
い
。
建
設
事
業
等
の
総

合
的
見
直
し
を
含
め
、
中

長
期
的
財
政
フ

レ
ー
ム
の
再
構

築
が
必
要
と
思

う
が
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長　

第
４
次

長
期
総
合
計
画

の
期
間
で
あ
る

23
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
10

年
間
の
財
政
フ

レ
ー
ム
は
、
総

額
1
3
1
4
億

5
2
0
0
万
円

と
見
込
ん
で
い

る
。
こ
の
中
に

は
、
二
つ
の
土
地
区
画
整

理
事
業
や
栗
原
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
も
見
込
ま

れ
て
い
る
。
現
時
点
で
、

都
市
基
盤
整
備
事
業
そ
の

も
の
や
、
付
随
す
る
財
政

計
画
を
見
直
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　

歳
入
に
限
り
が
あ
る
中

で
、
財
政
の
健
全
性
を
維

持
し
な
が
ら
、
都
市
基
盤

整
備
を
含
め
た
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
優
先
順
位
の
見
直

し
や
基
金
の
活
用
を
図
り
、

全
体
計
画
に
支
障
が
で
な

い
よ
う
努
め
て
い
く
。　

区画整理事業を予定している栗原地区

ゼロ予算で発刊された「暮らしの便利帳（2013年度版）」
教育長

一般質問　町政を問う

分
野
ご
と
の
長
期
的
な

　
維
持
管
理
計
画
を
策
定
す
る

町
長

ＩＣチップ導入は、今後、研究を進めていく

駅伝競走大会　今後の対策は

小山　典男　議員（自民新政会）

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

質
問
　
公
共
施
設
の
整
備

や
維
持
管
理
に
は
多
額
の

費
用
を
必
要
と
す
る
。
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
る
税
収
減
少
傾
向
と
社

会
保
障
・
福
祉
経
費
の
増

加
を
考
え
る
時
、
施
設
に

係
る
経
費
の
財
源
確
保
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
施
設
の
現
状
を
把

握
し
、
計
画
的
な
維
持
管

理
や
長
寿
命
化
な
ど
に
よ

っ
て
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
り
、
町
民
が
長
期
に

わ
た
り
、
安
全
・
安
心
に

施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
の
公
共

施
設
は
、
学
校
施

設
を
含
め
1
2
8

棟
に
お
よ
び
、
昭

和
40
年
、
50
年
代

に
建
設
さ
れ
た
も

の
が
あ
り
、
建
物
の
更
新

が
順
次
必
要
と
判
断
し
て

い
る
。
し
か
し
、
防
衛
省

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

い
る
特
殊
事
情
が
あ
る
。

　

長
期
的
展
望
を
備
え
る

べ
き
と
の
基
本
的
な
点
は

同
感
で
あ
る
が
、
こ
の
計

画
は
人
口
推
計
・
社
会
情

勢
な
ど
を
考
慮
し
、
将
来

の
施
設
の
統
廃
合
ま
で
見

据
え
る
一
面
も
あ
る
。
特

に
教
育
・
福
祉
施
設
な
ど

の
配
置
に
は
配
慮
が
必
要

と
な
る
。
同
一
分
野
ご
と

の
長
期
的
な
維
持
管
理
計

画
を
策
定
し
、
総
合
計
画

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
事

が
現
段
階
で
は
最
も
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

質
問
　
今
年
１
月
20
日
に
、

第
37
回
瑞
穂
町
駅
伝
競
走

大
会
が
開
か
れ
、
1
1
5

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
っ
た
。

年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増
え

て
い
る
中
、
町
及
び
教
育

委
員
会
は
主
催
者
と
し
て

参
加
人
数
の
拡
大
及
び
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、

着
順
及
び
タ
イ
ム
が
瞬
時

に
わ
か
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

利
用
し
た
計
測
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
今
後
ど
の

よ
う
な
運
営
支
援
・
集
計

対
策
指
導
を
行
っ
て
い
く

の
か
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
は
、
各
チ

ー
ム
の
記
録
や

区
間
賞
な
ど
の

着
順
、
成
績
を

素
早
く
集
計
で

き
る
こ
と
が
魅

力
で
あ
る
が
、

導
入
に
は
、
毎

回
約
1
0
0
万

円
以
上
の
経
費

が
必
要
と
な
り
、

各
チ
ー
ム
の
参

加
費
を
値
上
げ

を
し
て
も
、
1

チ
ー
ム
当
た
り
1
万
円
の

運
営
経
費
が
増
加
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

現
段
階
で
の
導
入
は
時
期

尚
早
と
考
え
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
導
入
に
際
し
て

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

昭和48年に建てられた瑞穂町図書館

町
長
　
保
護
者
、
乳

幼
児
や
児
童
・
生
徒

に
関
わ
る
職
員
と
連

携
し
対
応
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

事
故
を
教
訓
に
、
取
組

み
強
化
を

町
長
　
こ
の
交
付
金

は
長
期
に
活
用
で
き

る
見
通
し
が
な
く
、

計
画
に
取
り
込
む
こ

と
は
望
め
な
い
。

「
防
災
・
安
全
交
付
金
」

を
活
用
し
長
期
的
イ
ン

フ
ラ
管
理
計
画
策
定
を

25年1月の駅伝競走大会の様子


